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　２つの菌の特徴を見てみると、そもそも『最初に歯の表面を溶かすミュースタンス菌に感染し
なければ虫歯にならない』ことが分かると思います。
　この菌については、多くの人が幼少期に感染し、基本的に永久歯が生えそろう小学校高学年以降、
新たな感染は起こりません。
　それは、ミュースタンス菌を含む『様々な菌が歯の表面に定着する時期』が、歯の生え始めか
ら生えそろう頃（乳歯は１歳～３歳前後、永久歯は６歳～８歳前後）だからです。
　ここで重要なのは、『他の菌が定着している歯の表面にミュースタンス菌は感染できない』とい
うことです。
　最終的には、永久歯への生え変わりから１～２年の間に虫歯菌が定着しなければ、その子は『虫
歯の少ない人』になります。
　しかし、乳歯の段階で虫歯菌に感染した場合、高い確率で永久歯にも感染しますので、１～３
歳の予防と治療は特に重要となります。
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　歯の表面に吸着して、砂糖などの糖分を栄養
に酸を出して歯の表面を溶かす虫歯菌です。
　この菌は、ラクトバチラス菌の入り口を作る
役割を果たしており、ほとんどの人は幼少期に
『大人の唾液』から感染します。

　この虫歯菌は、単独で歯に吸着することができ
ず、ミュースタンス菌が溶かした歯の表面から感
染します。多くの食べ物に元々含まれているので、
全く口に入れないことは不可能です。
　特に砂糖や乳製品など、糖分を多く取ると活動
が活発化し、強い酸を出して虫歯を進行させます。

　歯の表面に吸着
に酸を出して歯の表

で歯に吸着することができ
ス菌が溶かした歯の表面から感

　この虫歯菌は、単
ず ミュ スタンス

単独で
ス菌が

ミュースタンス菌が感染しやすい時期は・・・
と【乳歯が生えそろう1歳～３歳】 【生え変わりの６～８歳】前後と【乳歯が生えそろう1歳～３歳】 【生え変わりの６～８歳】前後
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口の内で２つの虫歯菌が連携プレー！その特徴から予防に迫る！

スキンシップで
　　キスをしたり

生まれたばか
りの赤ちゃん
には虫歯菌は
存在しません。

をしたりキ

スプーンや箸を共用
したり、噛み与えを
することで…

虫歯はどこから来る？  大人と子どもで違う、虫歯の考え方まずは知ろ
う！

　虫歯の原
因

幼少期の虫歯予防は一生の予防！
　　　虫歯克服は地域ぐるみ！世代ぐるみで！

　平成２７年度学校保健統計調査では、北海道の１２歳児までの平均虫歯本数は一
人あたり１.３本で、全国ワースト６位となっており、逆に日本で一番虫歯が少な
いのは新潟県で、１６年連続１位となっています。この新潟県では、１２歳児の平
均は０.４本であり、１２歳の全児童の７割以上が虫歯ゼロを実現しています。
　しかし、新潟県の虫歯は最初から少なかったわけではなく、左下のグラフにもあ
るとおり、地域と家族の継続的な取組みにより、大人の虫歯予防＝子どもの虫歯予
防という意識が根付き、少しずつ減少して現在に至った経緯があります。

ポイント①　早期治療
　予防の前提になるのが、今
ある虫歯の治療 + クリーニン
グです。
　これは、口内の虫歯菌を減
らし、長く歯を残すことに繋が
ります。また、感染を防ぐた
めに、お子さんが１歳になるま
でに治療を終えましょう。

ポイント③　間食や砂糖を控える
　砂糖が入った食べ物・飲み物などの糖
分を控えることも効果的です。
　また、虫歯菌は酸性の環境を好み、食
後は必ず口内が酸性となります。頻繁に
間食をすると、口内が常に酸性になって
しまい注意が必要です。

ポイント②　日常の口内ケア
　虫歯菌の“餌”である糖分などを
『歯磨き』で洗い流すことは重要です。
　菌自体を完全に取り除くことは
できませんが、虫歯菌が嫌う『キ
シリトール』『プロデンティス』が
入ったガムなどを噛んだり、『重曹』
で口をゆすぐことで増殖を防ぐこ
とができます。

お問い合わせ：保健福祉課（☎５５－４４６０）

ポイント④　フッ素塗布
　フッ素は、お茶や海藻類などにも含まれている
自然元素の一つで、歯質強化に効果があります。
　歯科診療所で塗布の処置を受けることで、歯の
表面が虫歯菌の酸に溶けにくくなり、歯の修復作
用も強化され、虫歯菌の活動も抑える効果が期待
できます。

幼児歯科検診は年４回行っています！予約不要・無料ですのでお気軽にお越しください
　対象年齢にあたるお子様のご家庭にはハガキでご案内しますが、生涯学習カレンダーをご覧のうえ、毎回受
診していただいても構いません。口の中の定期的なチェックとフッ素塗布を行いましょう。
■日時　１１月１６日（水）　※受付は９時４５分～１０時３０分　　■場所　健康づくりセンター
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41
42
43
44
45 佐 賀 0.6
46 京 都 0.5
47 新 潟 0.4

県　名 本数
1 沖 縄 2.1
2 大 分 1.6
3 青 森 1.4
4 福 井 1.4
5 熊 本 1.4
6 北海道 1.3
7 山 梨 1.3
8 宮 崎 1.3
9 鹿児島 1.3
10 宮 城 1.2

愛 媛 0.7
岐 阜 0.6
愛 知 0.6
広 島 0.6

　大人の虫歯予防は、お子さんやお孫さんが１歳にな
るまでに自身の虫歯治療を済ませ、新たな感染を抑制
することから始まり、それは本人の虫歯菌の減少＝永
久歯を長く残すことにもつながります。
　新潟県のように、本町でも世代を超えた努力によっ
て、いつか『まちから虫歯が消える日』も夢ではない
かもしれません。自分の歯のためにも、これからの世
代のためにも、虫歯治療と予防を心がけましょう。

大人の虫歯は？自分と家族のための虫歯予防に『遅い』はありません
　幼い頃に感染した虫歯菌は減らせませんが、『これ以上、悪さをさせない』
ように予防することはできます。
　虫歯の仕組みを理解すると、どんな予防がなぜ効果的なのか実感がもてる
と思いますので、大人の虫歯予防はこちらが重要になります。
　これ以上、歯を悪くしないよう、子どもに新しい虫歯を作らないよう、今
虫歯に悩む私たち一人ひとりが、虫歯予防を実践しましょう。
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